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個人の優れた資質と活動実績のある者を
幅広く日本国内および世界より求めています。

2018年度入学  湯口｠尊さん
Yuguchi Takeru

富山国際大学付属高等学校｠卒業

ゆ ぐち　   たける
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富山国際大学付属高等学校｠卒業
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高校ではどのような活動をしていましたか？
　新聞部に所属していました。主に学校行事やニュー
ス速報の随時発行と、高校生と関わりのある社会問題
についての特集記事を組む活動に打ち込みました。「足
で書く」ことをモットーに、専門家である大学教員や
関係者へ積極的に取材を行い、多角的な紙面制作に全
力を尽くしました。新聞の持つ情報発信力を活かして、
生徒会等と連携しボランティアやチャリティー活動へ
の協力を促しました。地元紙の記事編集にも携わるな
ど活動の幅は広く、なかでも全国高校総合文化祭は他
校と協力し、親睦を深める貴重な経験となりました。
今でも地元に帰ると部に顔を出し、後輩の活動を支援
しています。これまで新聞が繋いでくれたすべての縁
に心から感謝しています。

社会科学部を志望し、「全国自己推薦入試」で受験し
ようとしたのはなぜですか？
　オープンキャンパスで興味あることを自由に探求す
る先輩方の姿を目の当たりにし、憧れを持ちました。
また、社会科学部が標榜する「学際」「臨床」「国際」
という理念、そして「問題解決」というキーワードに
大きく心を動かされました。自分が今まで行ってきた
新聞制作という活動そのものが学際的・臨床的な活動
であり、常に高校生活の中で問題解決に努めてきてい
たからです。大学では、国際的な視野を持つことで自
身の世界観を更に広げたいと思うようになりました。
社会科学部の理念と直につながる自分の実績を活かし
受験できる全国自己推薦入学試験にとても魅力を感じ
ました。

実際に社会科学部に入学してみて、どう感じています
か？
　もともと社会問題・貧困問題・情報問題に興味を持っ
ていましたが、1年生の時に受けた経営学や数学の授
業をきっかけに、数理的な思考がこれらの問題に密接
に関係することを知りました。学問を飛び越え様々な
分野を冒険することで、今までと全く異なった切り口
から解決策を導き出せる、その気づきを得られるのは
バラエティ豊かな学問分野を扱う社会科学部ならでは
だと思います。現在では法学や政治学など多くの学問
に挑戦し、多面的に物事を考えることが徐々にできる

ようになってきたと感じます。
2年生の秋から始まるゼミナールでは地域問題を学ぶ
ゼミを選択しようと考えています。より多くの角度か
ら効果的にアプローチできるようにするために次に何
を学ぶべきか現在悩んでいるところです。

現在、力を入れて取り組んでいることはなんですか？
　語学力とコミュニケーション能力の向上を目指し、
海外の方が多く利用するホテルでベルスタッフのアル
バイトをしています。問題解決を目指すには自分と相
手の双方の立場になってどれだけ物事を考えられるか
がカギとなると考えます。幅広い年齢層、異なる国籍
の人と積極的に気持ちのやり取りを行うことで、物事
を相手に伝える技術だけではなく、相手の気持ちを汲
み的確に行動できる技術を身に着けようと精進を重ね
ています。苦手意識のあった英語も使い続けることで、
少しずつですが着実に意思疎通を図れるようになって
きました。

将来の目標は？
　あらゆる場面で多様化が進む現在ですが、社会科学
部で学びの幅を広げることで、どのような場に出ても
臨機応変に対応し活躍できるようになるのが目標です。
社会貢献につながる学びを深め、ゆくゆくは地元であ
る富山県の発展に寄与できればと考えています。留学
にも興味があり、海外の視点から日本を見るという経
験をしてみたいと思っています。自分の限界を決めず、
夢を追い続ける後悔のない学生生活にしたいです。

これからの受験生へ向けて、一言お願いします！
　みなさんが考えている以上に、この社会科学部での
学びは自由自在です。高校生活の中で、「これだけは
誰にも負けない！」と言い切ることのできる自分自身
の良さを一つ見つけ、究めてください。どのようなこ
とであってもそのたった一つが大きな自信を生み出し
ます。高校時代、諦めずに努力し続けてきた人にはぜ
ひ全国自己推薦入試を受験してほしいと思っていま
す。個性溢れる仲間とともに、高みを目指して自分自
身の良さを引き出してください。「成長」を実感でき
る大学生活がきっと待っています。

とは

豊かな人間性
自己内で対話する力、
忍耐力、道徳、他者との共
感的理解、多様性や新し
い考えに開かれた態
度、自立的活動力

広く深い社会への知的
な関心・想像力・探究心、
論理的思考力、それらを支
える確かな言語・数量・
情報の知識と技能

確かな学力

課外活動の経験によ
る自己管理、自己修正、
チームワーク、困難な課
題に立ち向かう勇気、
やり遂げる力

実践力

早稲田大学 社会科学部 2020年度 自己推薦入試パンフレット　なか面（p2・p3）




